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86億6,800万円一般会計予算のあらまし
　一般会計の歳入歳出予算の総額は８６億６,８００万円で、令和５年度と比較しますと
１３億５,４００万円、１８.５％の増となりました。

歳  出

議会費　8,251万円（1.0％） 

その他
3,01１万円（0.3％） 
予備費　　 2,687万円（0.3％）
労働費　　 　323万円（0.0％）
災害復旧費 　 1万円（0.0％）
諸支出金　 　 0万円（0.0％）

総務費
13億4,717万円（15.5％） 

商工費
11億6,170万円(13.4％） 

衛生費
8億5,194万円(9.8％） 

公債費
7億6,367万円（8.8％）  

教育費
7億3,940万円（8.5％） 

農林水産業費
5億4,272万円（6.3％）

民生費
23億9,679万円（27.7％）

消防費
4億7,491万円（5.5％） 

土木費
2億7,708万円（3.2％） 

目的別歳出
の内訳

依存財源その他
1億1,450万円(1.2％） 

使用料及び手数料 1億8,059万円（2.1％）

 

繰越金　　　　　  5,000万円（0.6％）

 

分担金及び負担金 680万円（0.1％）

  

財産収入　　　　  　 535万円（0.1％）

法人事業税交付金　　　 5,541万円（0.6％）

  

環境性能割交付金　　　 　2,770万円（0.3％）

  

株式等譲渡所得割交付金 1,279万円（0.1％）
配当割交付金　　　　　 　1,609万円（0.2％）

  

利子割交付金　　　　　 　 91万円（0.0％）

  

交通安全対策特別交付金 　160万円（0.0％）

（　）内は構成比

町税
20億1,383万円（23.2％） 

繰入金
4億6,979万円(5.4％） 

諸収入
1億9,030万円（2.2％）

寄附金
4億24万円(4.6％）  

自主財源その他
2億4,274万円（2.9％） 

地方交付税
25億円(28.8％） 

国庫支出金
8億7,201万円(10.1％） 

県支出金
8億510万円（9.3％） 

自主財源
（38.3％） 依存財源

（61.7％） 

町債
5億7,157万円（6.6％）  

地方消費税交付金
3億9,582万円（4.6％）

地方譲与税
8,400万円（1.0％）

地方特例交付金 
810万円(0.1％） 

歳入の内訳
歳  入

予算総額…………148億5,046万円（前年度対比　9.3％）
◆一般会計………………………86億6,800万円（前年度対比　 18.5％）

◆国民健康保険特別会計………27億2,000万円（前年度対比　 0.7％）
〔特別会計〕

◆後期高齢者医療特別会計………3億5,650万円（前年度対比　 　16.5％）
◆介護保険特別会計……………19億6,600万円（前年度対比　 　△2.0％）
◆師崎港駐車場事業特別会計
（令和６年度から一般会計へ移行）

計……………………0万円（前年度対比　 　△100.0％）

〔企業会計〕

△印は減率を示す

◆水道事業会計……………………9億3,592万円 △2,2％）（前年度対比

　

◆漁業集落排水事業会計 2………… 億 404万円 1.5％）（前年度対比

絆・選 ばれる理由があるまち絆・選 ばれる理由があるまち絆・選 ばれる理由があるまち予算の概要令和６年度 将来イメージ
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令和６年度　主な新規・重点事業一覧
事業名【款の名称】（担当部課） 予算額 新規・重点事業概要

子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実

妊産婦医療費助成事業【民生費】
（厚生部住民課） 151万円

母子健康手帳の交付を受けた日の属する月の初日から、
出産した日の属する月の末日までの妊産婦医療費の自己
負担額を助成します。 

こども家庭センター事業費【民生費】
（厚生部健康こども課） 645万円

子どもに関する相談の窓口となり、相談者の困りごとに対
して、様々なサービスにつなげ、家庭に寄り添った子育て
支援を切れ目なく、漏らすことなく行います。 

中学校スクールバス等運行事業
【教育費】　（教育部教育課） 7,687万円

南知多中学校における豊浜地区・師崎地区・日間賀島地
区生徒の登下校のため、スクールバス２台、通学用バス３
台、福祉車両、定期船の運行を委託し、安全な送迎に努め
ます。

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

ふるさと納税事業【総務費】
（成長戦略室） 2億5,320万円

ふるさと納税制度を通じて町の特産品や観光資源を全国
に発信するとともに寄附金による財源確保を図ります。 令
和６年度は新たな中間管理業者とともに、事業者支援、返
礼品開発に力を入れ、地場産業の振興および寄附額増加
を目指します。

農業振興助成事業【農林水産業費】 
（建設経済部産業振興課） 4,491万円

農地の収益力強化と担い手の経営発展のため、必要な農
業用機械・施設の導入を支援します。また、知多南部土地
改良区の業務の円滑かつ適正な運営のため運営費の一
部を支援します。

内海観光センター整備事業【商工費】
（建設経済部産業振興課） 1億2,431万円

「“すべての人と海と地域をつなぐ”場所(スポット)づくり」
をコンセプトに南知多町の内海海岸に新たな観光拠点の
整備を行います。

師崎港観光センター周辺整備運営事業
【商工費】（建設経済部産業振興課） 8億5,374万円

町の負担軽減および渋滞解消、地域住民と観光客の利便
性向上を目指すことを目的にＰＦＩ手法を用い、民間の能
力を積極的に活用することで、効率的な施設の整備、維持
管理および運営を行います。

小桝緑地指定管理事業【土木費】
（建設経済部建設課） 340万円 施設の利用者サービスの向上と効率的な運営を図るた

め、東浜小桝緑地に指定管理者制度を導入します。

定
住
支
援

コミュニティバス運行事業【総務費】
（総務部防災交通課） 8,875万円

通学、通勤、通院等の生活の利便性の向上と観光利用の
促進を図り、公共交通の確保・維持のためコミュニティバス

「海っ子バス」を運行します。
町内に住む小・中学生の運賃および高校生・大学生等の
定期代金を無料にします。

日間賀島消防団東消防車庫建替事業
【消防費】（総務部防災交通課） 1,524万円 老朽化の激しい第５分団（日間賀島）東消防車庫の建て替

え工事を行います。

ごみ減量収集対策事業【衛生費】
（建設経済部まちなみ環境課） 2,957万円

適切なごみの収集およびごみ減量化のため、指定ごみ袋
の作成販売、エコステーションの運営をします。
令和６年度は生ごみ堆肥化容器等設置奨励補助の拡充、
日間賀島にエコステーションの設置を行います。

そ
の
他

佐久島海底送水管布設替工事実施設
計業務委託【水道事業会計】

（建設経済部水道課）
5,316万円

師崎ポンプ場から日間賀島海底送水管を経由する佐久島
海底送水管の布設替工事を行うための実施設計を行いま
す。布設替を行うことで安定的な水の供給を行います。

絆・選 ばれる理由があるまち絆・選 ばれる理由があるまち絆・選 ばれる理由があるまち予算の概要令和６年度 将来イメージ
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本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
３
月
11
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、

同
13
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
開
催

し
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
予
算

▼
一
般
会
計
予
算

小
中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
に
つ

い
て
、
現
在
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
追
加
す
る

も
の
か
。

保
有
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
保
守
期

間
満
了
と
な
る
た
め
、
更
新
で
の
購
入

と
な
る
。

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
の
内
容
は
な
に
か
。

国
の
方
針
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

末
ま
で
に
全
国
の
自
治
体
が
業
務
利
用

す
る
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
が
行
わ
れ
る

た
め
、
そ
の
事
前
作
業
と
し
て
新
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
戸
籍
デ
ー
タ
等
の
整

理
、
修
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
心
理
対

応
相
談
員
は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

現
在
、
こ
ど
も
発
達
相
談
な
ど
の

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
外
部

の
心
理
対
応
相
談
員
の
方
に
お
願
い
す

る
予
定
で
あ
る
。

耐
震
診
断
業
務
委
託
料
や
耐
震
改

修
費
等
補
助
金
で
、
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん

だ
件
数
は
何
件
か
。

耐
震
診
断
10
件
、
耐
震
改
修
１

件
、
除
却
５
件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
３

件
で
あ
る
。

地
域
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

に
お
け
る
ク
ー
ポ
ン
配
布
対
象
お
よ
び

使
用
で
き
る
店
舗
は
ど
の
よ
う
に
す
る

計
画
な
の
か
。

配
布
対
象
は
、
南
知
多
町
在
住
の

全
町
民
で
３
千
円
の
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
で
き

る
店
舗
は
、
取
り
扱
い
申
請
の
あ
る
町

内
事
業
者
で
、
小
規
模
店
舗
券
と
共
通

券
と
分
け
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る

こ
と
に
よ
り
小
規
模
事
業
者
で
の
利
用

促
進
を
図
る
。

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
関
係
す

る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

令
和
６
年
度
の
被
災
地
へ
の
派
遣

予
定
は
、
現
時
点
で
は
、
不
明
の
た
め

当
初
予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。
関

係
経
費
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
補

正
予
算
ま
た
は
予
備
費
充
用
に
よ
り
予

算
措
置
し
対
応
す
る
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
、
脳
ド
ッ
ク

委
託
料
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
分
を
計
上
し

て
い
る
の
か
。

人
間
ド
ッ
ク
は
２
３
０
人
分
、
脳

ド
ッ
ク
は
２
０
０
人
分
を
計
上
し
て
い

る
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
予
算保

険
料
は
一
人
当
た
り
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

一
人
当
た
り
の
保
険
料
は
７
万
円

で
、
８
千
８
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

一
般
介
護
予
防
事
業
費
が
前
年
対

比
99
万
５
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

支
援
事
業
費
な
ど
を
、
保
険
年
金
室
所

管
の
後
期
高
齢
者
一
体
的
実
施
事
業
費

へ
移
行
し
た
た
め
で
あ
る
。

▼
水
道
事
業
会
計
予
算

予
定
貸
借
対
照
表
に
あ
る
未
収
金

と
は
何
か
。

予
定
貸
借
対
照
表
は
、
一
定
の
期

日
に
お
け
る
財
務
状
況
を
示
す
も
の

で
、
３
月
31
日
現
在
の
指
標
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
４
月
以
降
に

入
金
さ
れ
る
補
助
金
等
を
未
収
金
で
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
予
算
（
第
９
号
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
氏
名
を

ロ
ー
マ
字
表
記
す
る
理
由
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
国
外
転
出
者
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
海
外
利

用
の
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
海
外

に
お
け
る
身
分
証
明
書
と
し
て
の
機
能

委
員
会
審
査
報
告
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が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
氏
名
の

ロ
ー
マ
字
表
記
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

施
設
型
給
付
費
委
託
料
の
公
定
価

格
単
価
は
、
児
童
一
人
当
た
り
の
金
額

が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

２
歳
児
、
３
歳
児
、
４
歳
以
上
児

ご
と
に
金
額
が
異
な
る
が
、
児
童
一
人

当
た
り
の
金
額
は
決
ま
っ
て
い
る
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
２
号
）

そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金
が
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

福
祉
医
療
施
策
に
よ
る
国
庫
負
担

金
の
減
額
調
整
分
を
実
績
確
定
に
伴
い

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
関
係

▼�

南
知
多
町
師
崎
港
観
光
セ
ン

タ
ー
周
辺
整
備
運
営
事
業
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

基
金
の
処
分
に
つ
い
て
、
基
金
の

目
的
を
達
成
す
る
場
合
に
限
り
処
分
す

る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
経
費
を
想
定
し
て
い
る

か
。

　
既
存
立
体
駐
車
場
の
管
理
運
営

に
係
る
費
用
の
ほ
か
、
師
崎
港
観
光
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
新
立
体
駐
車
場
の
整
備

お
よ
び
管
理
運
営
、
臨
時
駐
車
場
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
等
に
係
る
経
費
を
想
定

し
て
い
る
。

▼�

南
知
多
町
内
海
港
海
岸
環
境
整

備
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

第
６
条
の
利
用
の
制
限
に
お
い

て
、
施
設
の
利
用
や
行
為
に
対
し
町
長

は
ど
の
よ
う
な
条
件
で
許
可
を
す
る
の

か
。

地
元
区
や
漁
協
、
観
光
協
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
協
議
の
う
え
、
許
可
決

定
す
る
。

▼�

南
知
多
町
水
道
事
業
給
水
条
例

及
び
南
知
多
町
水
道
事
業
の
布

設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術

管
理
者
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
登
録

を
受
け
る
大
臣
に
変
更
が
あ
る
が
、
従

前
の
大
臣
に
登
録
を
受
け
た
者
は
、
ど

の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
か
。

従
前
の
大
臣
に
よ
り
既
に
登
録
を

受
け
た
者
は
改
正
後
の
大
臣
に
よ
り
登

録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

▼�

南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
窓
口
負
担
が
増
え
る
の
か
。

影
響
は
な
い
。

▼�

南
知
多
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

介
護
保
険
給
付
準
備
基
金
の
取
り

崩
し
額
を
増
や
し
、
介
護
保
険
料
を
据

え
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

将
来
、
安
定
的
な
事
業
運
営
が
で

き
る
よ
う
基
金
取
り
崩
し
額
を
決
定

し
、
保
険
料
額
を
算
定
し
て
い
る
。

そ
の
他

▼
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

新
た
に
町
道
と
し
て
認
定
す
る
旧

県
道
か
ら
の
移
管
に
際
し
、
県
に
対
し

不
具
合
箇
所
の
補
修
工
事
は
依
頼
し
た

か
。

側
溝
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
老
朽

化
に
よ
り
補
修
が
必
要
な
箇
所
は
、
修

繕
を
依
頼
し
、
完
了
後
に
確
認
の
う
え

移
管
と
な
る
。

▼�

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

辺
地
総
合
整
備
計
画
は
、
実
施
の

可
能
性
が
あ
る
事
業
を
計
上
す
る
計
画

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
減

額
し
た
の
か
。

計
画
最
終
年
度
で
あ
る
た
め
、
事

業
内
容
を
精
査
し
た
う
え
で
、
実
施
の

可
能
性
が
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
次

期
計
画
に
先
送
り
し
た
こ
と
で
減
額
と

し
た
。

▼�

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
内
海
海
岸
東
浜

小
桝
緑
地
）

事
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
実
施
し

た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結
果
は
ど
の

よ
う
に
周
知
し
た
か
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て

い
る
。
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件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

山
本
優
作

森
　
宏
子

令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第８号）

漁業集落排水事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○機構改革およびグループ制導入に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

南知多町手数料条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、●は反対。議長（鈴木浩二）は採決に加わらない。

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

山
本
優
作

森
　
宏
子

令和６年度予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　２月臨時会は２月２１日、１日間の会期で開催し、機構改革およびグループ制導入に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について始め４議案を審議しました。採決の結
果は、以下のとおりです。

　３月定例議会は３月５日から１７日間の会期で開催し、新たに土地が生じたことの確
認について（大字内海）始め議案３１件、請願１件、発議１件を審議しました。採決の結果
は、以下のとおりです。

２月臨時会

３月定例会
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件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

山
本
優
作

森
　
宏
子

令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第９号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南知多町師崎港観光センター周辺整備運営事業基金条例
の制定について

南知多町師崎港駐車場事業基金条例及び南知多町師崎港
駐車場事業特別会計設置に関する条例を廃止する条例に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町師崎港駐車場の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町漁港管理条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町内海港海岸環境整備施設の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町水道事業の設置等に関する条例及び南知多町漁
業集落排水事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町水道事業給水条例及び南知多町水道事業の布設
工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改
正する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

南知多町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

南知多町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

山
本
優
作

森
　
宏
子

南知多町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

南知多町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

その他
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新たに土地が生じたことの確認について（大字内海）

新たに土地が生じたことの確認に伴う字の区域の変更に
ついて（大字内海） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の購入について（小学校教師用教科書、指導書及び
指導用デジタル教科書903冊） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辺地総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（内海海岸東浜小桝緑地） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願

不採択 ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ●「「マイナ保険証」の不安が除かれるまで、紙の健康保
険証の存続を求める意見書」の採択を求める請願

発　議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南知多町議会委員会に関する条例の一部を改正する条例
について

※　○は賛成、●は反対。議長（鈴木浩二）は採決に加わらない。

反対 内田 保議員

・�リニア新幹線への賛同は、南知多町が国家
的無駄遣いと自然破壊の仲間になること。
・�滞納整理機構負担金で滞納処理をするので
はなく、町税務課等に総合的な相談窓口を
つくり徴税相談、滞納相談をすべき。
・�離島交通費助成はもっと増やすべき。
・�町民理解の得られない議員・特別職の報酬・
給与等引き上げ予算は認められない。

賛成 山本 優作議員

人口減少による税収の減少などの
要因により厳しい財政状況が続い
ている中、住民サービスの水準の
維持に配慮し、住民の理解と協力
を得ながら持続可能な行財政運営
を実現するため、慣例にとらわれ
ることなく真に必要な施策に予算
が重点配分されている。

令和６年度南知多町一般会計予算
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みなみちた議会だより 令和6年5月1日 第187号09 08

一般質問
４人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

◦ 

榎
戸　

陵
友	
•�

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る

◦ 
内
田　
　

保	
•�

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
て
南
知
多
町
の
地
震
対
策
を
問
う

	
•�

災
害
に
強
く
、
安
心
で
き
る
学
校
環
境
整
備
を

◦ 

服
部　

光
男	

•�

地
震
の
発
生
に
備
え
た
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

	
•�

発
災
後
の
地
域
整
備
に
つ
い
て

◦ 

吉
原　

一
治	

•�
全
国
海
づ
く
り
大
会
会
場
跡
地
を
水
産
業
の
発
展
の
た
め
に



本
町
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
知

多
半
島
５
市
５
町
の
中
で
最
低
だ
っ

た
。
本
町
で
は
ど
の
様
に
考
え
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
令
和
12
年
度
の
住
宅
耐
震
化
率
の

目
標
を
77
％
と
し
、
新
た
に
耐
震
性

の
低
い
住
宅
の
除
却
工
事
に
対
す

る
、
補
助
金
を
新
設
し
、
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

本
町
の
老
朽
管
路
は
、

１
１
３
・
４
㎞
で
全
体
の
46
・
６
％

だ
と
聞
く
が
、
計
画
を
前
倒
し
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
配
水
池
の
耐
震

化
は
進
ん
で
い
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
計

画
の
前
倒
し
で
は
な
く
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
優
先
順
位
を
決
定
し
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
。
配
水
池
の
耐
震

化
率
に
つ
い
て
は
、77・９
％
と
な
っ

て
お
り
、
４
月
運
用
停
止
予
定
の
豊

丘
配
水
池
を
除
く
と
91
・
４
％
と
な

る
。

備
蓄
食
料
は
、
以
前
、
９
千
２

百
人
分
を
１
人
当
た
り
３
日
間
、
５

食
分
と
し
、
４
万
６
千
食
を
目
標
と

し
て
い
た
が
、
今
も
同
様
の
考
え
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
令
和
５
年
度
の
備
蓄
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
目
標
は
７
千
６
７
２
人

に
対
し
て
３
万
８
千
３
６
０
食
に
変

更
し
て
い
る
。
な
お
、
１
月
１
日
時

点
の
備
蓄
数
は
４
万
６
千
10
食
あ
り

目
標
以
上
備
蓄
し
て
い
る
。

能
登
半
島
の
住
民
の
避
難
し
て

い
る
避
難
所
は
、
概
ね
公
民
館
や
小

中
学
校
で
あ
る
。
役
場
職
員
が
早
期

に
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
公
民
館

や
大
多
数
の
住
民
が
避
難
す
る
体
育

館
は
、
特
に
重
要
で
あ
り
、
廃
止
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

大
岩
総
務
部
長

　
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
の
再
配
置
計
画
に
沿
っ
て
進
め

て
い
く
。

避
難
所
で
は
、
非
常
用
ト
イ
レ

や
衛
生
環
境
の
悪
化
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
の
問
題
が
あ
る
が
、
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
ト
イ
レ
は
、
簡
易
型
・
携
帯
型
・

仮
設
型
等
の
様
々
な
形
態
の
ト
イ
レ

を
備
蓄
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
衛
生
問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
で
講

習
し
、
発
災
時
に
備
え
て
い
る
。

仮
設
住
宅
の
建
設
予
定
地
や
各

地
の
予
定
戸
数
を
ど
の
様
に
想
定
し

て
い
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
旧
新
運
動
公
園
用
地
に
２
２
０

戸
、
南
知
多
町
運
動
公
園
に
１
１
３

戸
、
町
民
会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

１
１
８
戸
、
南
知
多
町
総
合
体
育
館

駐
車
場
に
32
戸
の
計
４
８
３
戸
の
建

設
を
想
定
し
て
い
る
。

漁
港
施
設
で
従
事
す
る
住
民
や

海
水
浴
客
の
た
め
に
、
急
を
要
す
る

一
次
避
難
所
と
し
て
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。大

岩
総
務
部
長

　
津
波
浸
水
開
始
時
間
を
概
ね
32
分

と
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
に
避
難
対

象
地
域
の
外
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
想
定
し
て
い
る
の
で
、
建
設

す
る
考
え
は
な
い
。

以
前
、
「
津
波
・
高
潮
防
災

マ
ッ
プ
」
が
配
布
さ
れ
た
が
、
一
時

避
難
場
所
や
津
波
避
難
協
定
ビ
ル
の

変
更
は
な
い
か
。
一
度
、
各
地
区
を

調
査
し
て
新
た
に
作
り
直
し
て
は
ど

う
か
。大

岩
総
務
部
長

　
基
本
的
に
は
各
種
災
害
警
戒
区
域

の
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
と
し
て
い

る
。
最
新
の
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

Q

A

公
民
館
や
小
中
学
校
を
廃
止
す
る
な

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
よ
り
進
め
る

一般質問

榎
えの

戸
きど

　陵
りょうすけ

友 議員

▲�地震で倒壊した石川
県輪島市内のビル（石
川県に派遣された町
職員により撮影）
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内
うち

田
だ

　保
たもつ

 議員

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、

地
震
対
策
の
充
実
を

備
蓄
目
標
が
、
携
帯
ト
イ
レ
は

９
万
６
千
７
５
０
個
（
現
在
１
万
２

千
６
０
０
個
）、
毛
布
は
９
千
１
０

６
枚
（
現
在
２
千
１
１
７
枚
）、
ど

の
よ
う
に
増
や
す
計
画
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
令
和
13
年
度
ま
で
の
８
年
間
に
、

携
帯
ト
イ
レ
は
毎
年
９
千
個
、
毛
布

は
毎
年
８
０
０
枚
、
令
和
14
年
度
に

残
り
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。短

時
間
で
で
き
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
れ
る
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
ウ
レ

タ
ン
ハ
ウ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

開
発
し
た
名
工
大
北
川
教
授
と
連
携

を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
い
ず
れ
も
避
難
生
活
を
快
適
に
す

る
新
し
い
製
品
と
考
え
て
い
る
。
連

携
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

美
浜
町
の
よ
う
に
町
内
の
井
戸

を
調
査
し
、
水
質
検
査
を
行
い
、
災

害
時
生
活
用
水
や
飲
料
水
用
の
井
戸

を
指
定
し
看
板
等
を
用
意
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
個
人
宅
等
の
井
戸
を
災
害
時
の
非

常
用
水
と
し
て
、
水
質
検
査
や
看
板

設
置
を
す
る
予
定
は
な
い
。
区
や
自

主
防
災
会
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。

緊
急
の
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

ま
で
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
師
崎
避

難
所
（
旧
ビ
ラ
マ
リ
ン
南
知
多
）
の

整
備
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
等
と
の
連
携

協
定
は
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る

か
。

大
岩
総
務
部
長

　
師
崎
避
難
所
は
必
要
な
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。
町
内
の
旅
館
等
と
は

津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
宿
泊
施
設
と
し
て
の
協
定

は
１
事
業
所
の
み
で
、
今
後
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、

孤
立
化
を
防
ぎ
、
迅
速
な
支
援
を
す

る
た
め
に
県
・
消
防
・
自
衛
隊
へ
の

協
力
要
請
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
で

き
て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
県
に
つ
い
て
は
、
町
受
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、
県
と
共
催
で
被
災
自

治
体
支
援
活
動
訓
練
・
災
害
物
流
訓

練
を
、
ま
た
受
援
窓
口
担
当
チ
ー
ム

に
よ
る
人
員
調
整
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
消
防
は
知
多
南
部
消
防
組

合
か
ら
応
援
要
請
を
す
る
。
自
衛
隊

へ
は
ま
ず
県
知
事
に
要
請
し
、
県
知

事
が
自
衛
隊
に
要
請
す
る
。

災
害
に
強
く
安
心
で
き
る

学
校
環
境
整
備
を

南
知
多
町
の
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
率
は
36
・
８
％
で
知
多

半
島
で
は
最
下
位
で
あ
る
。
国
は
洋

式
ト
イ
レ
を
学
校
施
設
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
、
令
和
７
年
度
ま
で
に

95
％
を
目
標
に
進
め
る
と
し
て
い
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
計

画
か
。鈴

木
教
育
部
長

　
避
難
所
と
し
て
も
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
の
推
進
は
必
要
と
考
え

る
。
学
校
施
設
の
改
善
は
、
優
先
順

位
を
決
め
て
取
り
組
む
。
洋
式
化
率

で
は
な
く
、
児
童
生
徒
数
に
見
合
っ

た
数
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め

る
。

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
に
移

送
時
で
の
地
震
災
害
を
想
定
し
た
研

修
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
地
震
が
発
生
し
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

停
車
し
た
時
に
、
何
処
に
避
難
す
る

の
か
を
、
バ
ス
会
社
と
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
バ
ス
運

転
手
へ
の
研
修
も
検
討
す
る
。

Q

A

使
え
る
井
戸
を
調
査
し
、
看
板
設
置
を

水
質
検
査
・
看
板
設
置
の
予
定
は
な
い

一般質問

▲�師崎避難所（旧ビラマリン） 
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本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
被
害
は
予
想
よ
り
大

き
く
、
復
旧
や
支
援
が
遅
れ
た
原
因

の
１
つ
が
半
島
と
い
う
地
形
に
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
災
害
を

教
訓
に
わ
が
町
の
防
災
状
況
を
問

う
。

災
害
時
、
離
島
へ
の
物
流
機
能

の
確
保
お
よ
び
本
町
へ
の
外
か
ら
の

支
援
を
受
け
る
た
め
に
も
港
の
整
備

は
重
要
だ
が
耐
震
機
能
は
大
丈
夫

か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
災
害
時
に
お
け
る
海
上
輸
送
時
に

接
岸
す
る
師
崎
港
、
篠
島
漁
港
や
日

間
賀
漁
港
の
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
お
よ
び

そ
の
他
主
要
な
漁
港
の
陸
揚
岸
壁
の

耐
震
化
は
完
了
し
て
い
る
。

災
害
に
は
万
全
を
期
す
た
め

に
、
各
地
区
の
港
が
何
ら
か
の
理
由

で
使
用
不
可
な
時
に
能
登
半
島
で
は

海
上
自
衛
隊
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
エ
ル

キ
ャ
ッ
ク
）
が
出
動
し
、
海
水
浴
場

等
か
ら
支
援
物
資
や
復
旧
の
た
め
の

重
機
な
ど
を
海
か
ら
届
け
た
。
自
衛

隊
に
事
前
訓
練
な
ど
の
要
請
は
で
き

な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
海
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
年
間
を

通
じ
て
防
衛
警
備
の
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
自
治
体
な
ど
と
の
共
同
訓
練

を
行
う
日
程
が
少
な
い
。
最
寄
り
の

基
地
が
横
須
賀
基
地
で
あ
り
、
実
施

は
困
難
で
あ
る
が
連
携
が
取
れ
る
よ

う
県
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。 

南
知
多
町
は
半
島
の
先
端
で
あ

り
陸
路
の
確
保
は
最
優
先
課
題
で
あ

る
。
知
多
半
島
北
部
か
ら
の
支
援

ル
ー
ト
を
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
そ
の

準
備
は
出
来
て
い
る
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
広
域
の
緊
急
輸
送
を
担
う
道
路
と

し
て
知
多
半
島
道
路
、
南
知
多
道
路

な
ど
が
あ
り
、
地
域
内
の
緊
急
輸
送

を
担
う
道
路
と
し
て
国
道
２
４
７
号

お
よ
び
県
道
豊
丘
豊
浜
線
が
「
く
し

の
歯
ル
ー
ト
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
は
建
設
業

者
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

優
先
的
に
道
路
啓
開
（
最
低
限
の
通

行
確
保
）
を
実
施
し
て
い
く
体
制
を

整
え
て
い
る
。

災
害
復
旧
に
関
し
、
町
内
の
土

木
業
者
に
よ
る
道
路
復
旧
、
が
れ
き

処
理
の
た
め
の
重
機
の
保
有
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
道
路
等
の
復
旧
に
関
し
て
町
内
８

事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、
体
制
を

確
保
し
て
い
る
。
毎
年
、
災
害
時
に

対
応
で
き
る
作
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

含
め
た
人
員
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
建
設
機
械
の
保

有
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。（
重
機

等
が
69
台
な
ど
）

が
れ
き
と
化
し
た
住
宅
等
の
撤

去
は
所
有
者
の
同
意
が
必
要
だ
が
、

通
行
確
保
の
た
め
の
道
路
上
の
が
れ

き
処
理
も
同
意
が
必
要
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
発
災
時
の
応
急
対
策
と
し
て
緊
急

車
両
の
通
行
を
目
的
と
し
た
最
低
限

の
通
行
空
間
の
確
保
は
、
災
害
対
策

基
本
法
お
よ
び
道
路
法
に
基
づ
き
、

所
有
者
の
同
意
な
く
道
路
管
理
者
に

よ
り
障
害
物
を
除
去
で
き
る
。

災
害
時
の
職
員
の
配
備
に
つ
い

て
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
の
あ

る
地
域
で
は
発
災
一
日
目
に
集
ま
っ

た
職
員
は
二
～
三
割
だ
っ
た
。
南
知

多
町
で
は
何
人
位
と
見
込
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
女
性
職
員
も
避
難
所

等
へ
の
配
備
予
定
は
あ
る
の
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
参
集
可
能
人
員
の
想
定
に
つ
い
て

は
諸
条
件
が
あ
る
が
、
参
集
予
定
人

員
１
３
１
人
の
う
ち
発
災
後
12
時
間

で
は
47
％
の
62
人
を
想
定
し
て
い

る
。
女
性
職
員
の
配
備
等
に
つ
い
て

は
、
誰
を
ど
こ
に
な
ど
の
取
決
め
は

無
く
女
性
を
全
て
の
避
難
所
に
配
備

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
地
区
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

Q

A

わ
が
町
の
離
島
を
含
め
た
港
の
耐
震
は

両
島
、
師
崎
、
漁
港
の
耐
震
工
事
は
完
了

一般質問

服
はっ

部
とり

　光
みつ

男
お

 議員
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全
国
海
づ
く
り
大
会
会
場
跡
地
を
水

産
業
の
発
展
の
た
め
に

石
之
浦
の
埋
め
立
て
工
事
に
つ

い
て
、
事
業
主
体
、
総
工
費
、
施
工

方
法
や
造
成
面
積
等
の
事
業
概
要
は

ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
事
業
主
体
は
、
愛
知
県
で
、
平
成

元
年
度
か
ら
平
成
４
年
度
で
イ
ワ
シ

な
ど
の
陸
揚
げ
を
想
定
し
た
荷
捌
所

や
水
産
加
工
場
、
野
積
場
等
の
用
地

整
備
を
目
的
に
、
総
工
事
費
18
億
４

千
２
百
万
円
を
か
け
、
埋
立
工
45
万

９
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
面
積
８
万
６

千
平
方
メ
ー
ト
ル
な
ど
の
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

造
成
後
の
主
な
利
用
方
法
は
ど

う
だ
っ
た
か
。
ま
た
現
在
、
こ
の
埋

め
立
て
地
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
造
成
後
の
主
な
利
用
は
、
漁
具
干

場
や
漁
具
修
理
と
し
て
の
利
用
や
他

の
漁
港
整
備
に
必
要
な
ブ
ロ
ッ
ク
製

作
ヤ
ー
ド
、
土
砂
等
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま
た
、

平
成
16
年
に
釣
り
桟
橋
、
平
成
24
年

に
緑
地
公
園
の
整
備
を
行
い
、
他
に

は
、
産
業
ま
つ
り
会
場
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　
な
お
、
埋
立
地
の
管
理
は
愛
知
県

に
よ
り
、
緑
地
の
草
刈
り
業
務
や
ご

み
処
理
を
行
う
な
ど
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
る
。

海
づ
く
り
大
会
後
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を

持
っ
て
い
た
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
平
成
10
年
３
月
の
「
豊
浜
漁
港
土

地
利
用
構
想
基
本
計
画
」
で
は
、
中

心
施
設
と
し
て
漁
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
か
し
た
水
産
物
（
鮮
魚
・
加

工
品
等
）
の
販
売
店
舗
に
加
え
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
店
、
情
報
案
内

コ
ー
ナ
ー
等
で
構
成
す
る
複
合
施
設

「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
」

を
整
備
し
、
附
属
施
設
と
し
て
海
づ

り
公
園
、
駐
車
場
、
緑
地
等
と
漁
業

関
連
事
業
施
設
用
地
と
し
て
、
加
工

場
や
漁
具
保
管
補
修
施
設
等
の
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
埋
め
立
て
地
の
開
発
に
つ

い
て
、
建
物
の
建
築
に
支
障
が
あ
る

と
聞
く
が
ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
平
成
30
年
度
の
台
風
に
よ
る
高
波

に
よ
り
、
転
落
防
止
柵
、
側
溝
、
舗

装
の
破
損
や
緑
地
公
園
へ
の
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。

　
台
風
が
接
近
し
た
際
に
は
強
風
に

よ
り
海
水
が
飛
散
す
る
た
め
建
物
へ

の
塩
害
対
策
と
し
て
、
南
側
護
岸
の

前
面
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
、

高
波
を
防
止
す
る
対
策
工
事
を
計
画

し
て
い
る
。

町
と
し
て
、
具
体
的
に
今
後
の

石
之
浦
の
活
用
方
法
を
考
え
て
い
る

か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
今
年
度
、
今
ま
で
の
豊
浜
地
区
の

み
な
ら
ず
南
知
多
町
全
体
に
枠
を
ひ

ろ
げ
、
石
之
浦
再
開
発
に
む
け
て
、

豊
浜
漁
業
協
同
組
合
、
内
海
・
豊

浜
・
師
崎
商
工
会
、
南
知
多
町
観
光

協
会
、
愛
知
県
、
町
で
協
議
し
、
町

内
全
事
業
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
石
之
浦
が
水
産
業
の
発
展
の
み
な

ら
ず
地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
所
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も

県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

Q

A

石
之
浦
埋
め
立
て
地
の
有
効
活
用
を

地
域
活
性
化
の
場
と
し
て
活
用
の
推
進

吉
よし

原
はら

　一
かず

治
はる

 議員

一般質問
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中部国際空港で航空行政と
南知多町の関わりについてを学ぶ

公共交通などの住民生活にかかわる
重要案件を議論

　中部国際空港（セントレア）および航空局の機能と役割についてを学ぶため、管制塔を始め
とした施設の視察を行いました。この視察は制塔および中部国際空港場内を視察することで、
近隣自治体議員として中部国際空港の必要性と航空法第96条に定める航空交通の指示（安
全かつ円滑な航空交通の確保）とは何かを学ぶために行われたものです。

　３月５日の定例町議会初日終了後に公共施設のあり方に係る特別委員会、２１日の議会最終
日終了後には地域公共交通対策特別委員会が開催されました。公共施設のあり方に係る特別
委員会ではパブリックコメントの結果報告や公共施設再配置計画の修正点について、地域公
共交通対策特別委員会では海っ子バスのダイヤ改正、地域公共交通計画の変更についての
報告があり、議員からは多くの意見が出されました。

３月５日（火）・３月２１日（木）　役場会議室

２月２８日（水）　国土交通省大阪航空局中部空港事務所

▲視察を行ったセントレア管制塔
（画像提供：国土交通省大阪航空局）

▲公共施設のあり方に係る特別委員会のようす

▲管制塔から見た滑走路などのようす

▲地域公共交通対策特別委員会のようす　

セントレア
視察

特別委員会
開催報告

みなみちた議会だより 令和6年5月1日 第187号15 14



納税状況の公表について
　本議会では議会改革の第一歩として議員の納税状況を公表することとしていま
す。なお本町については、政務活動費は支給されていません。

石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

町 県 民 税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固 定 資 産 税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －

国民健康保険税 － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － － － －

※ 表示は「○：納税済」、「×：未納」、「－：納税義務なし」です。（令和6年４月１日現在）
※ 各議員から提出された、令和5年度分の納税証明書に基づき、納税状況を掲載しています。

議会広報紙は私たちが作成しています！
　南知多町議会の広報紙「議会だより みなみちた」は議会広報特別委員会の４人の
議員によって編集しています。今号で187号の発行となりました。今後も住民の皆
さんにとって「より見やすく、より分かりやすく、より親しみやすく」をコンセプ
トに編集作業に取り組みます。

議会広報特別委員会
（写真右から）

委 員 長　　服
はっ
部
とり
光
みつ
男
お

副委員長　　森
もり
　宏
ひろ
子
こ

委　　員　　山
やま
本
もと
優
ゆう
作
さく

委　　員　　石
いし
垣
がき
菊
きく
蔵
ぞう

みなみちた議会だより 令和6年5月1日 第187号15 14



春の陽気と南知多町のさくら
　南知多町内の河津桜は毎年２月下旬から３月上旬が見ごろとなります。特に大井地区
にある聖崎公園内には50数本の河津桜が植えられており、染井吉野と比べて一月ほど早
く見ごろを迎えます。表紙の写真は第７回目となる「大井河津桜」フォトコンテストにおいて特
選（最優秀賞）に輝いた榊原道博さんの作品「楽しいね」です。子供たちの笑顔からひと足
早く春を迎えたうれしさが伝わってきます。また、豊浜地区にある桜公園では、富士ケ峰さく
ら公園桜まつりが開催されていました。地元の人たちにより見守られ、大切に育てられてき
た桜をひと目見ようと多くの観光客が訪れていました。桜は散り際が美しいと言われます。こ
の桜の散り際については強風や雨によって散るものではありません。桜の花びら一枚一枚
が自らの散り際を知っているかのように役目を果たした時に散るものです。このため古くか
ら日本人はその桜の儚さに慈しみを持ったのでしょう。

表紙の説明

▲内海駅で乗客を待つ海っ子バス ▲海岸線を走る海っ子バス 

待ちこがれた春、満開の桜を満喫する人たち
（桜公園にて）

満開の桜公園の染井吉野

はかな いつく

令
和
６
年
5月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
６
年
３
月
定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

６月定例会の会議録は、８月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。
※都合により変更となる場合があります。

ケーブルテレビ（CCNC）放映日
【121CH】

6月 9日（日） 10：00
6月10日（月） 22：00

6月 5日(水)

6月 6日(木)

6月11日(火)

6月13日(木)

6月19日(水)

本会議（初日）

一般質問（二日目）

文教厚生委員会

総務建設委員会

本会議（最終日）
ホームページQRコード

マチイロQRコード
広報誌アプリ

187
第

号

6月定例会の開催予定 ※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
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